
花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年９月１３日 №４１

シーサーをつくりました

シーサーといえば沖縄地方の守り神で、屋根の上や門柱、玄関などに置かれている場面を目にし
ます。ある意味、わたしたちの高浜で昔からつくられてきた鬼瓦に通じるものがあるなと感じてい
ます。
そんな高浜の子どもたち、本校の５年生が講師の先生を招いてシーサーをつくりました。シーサ

ーの制作はここ数年、毎年行われており、本校の伝統行事になりつつあります。この日も制作の様
子を見させてもらいましたが、「一心不乱」という言葉がぴったりな雰囲気でシーサーづくりに没
頭している５年生でした。シーサーは粘土で形成、その後、焼成することになっています。完成が
楽しみです。

おめでとうございます～Tポート父の日似顔絵展～

AROMA＆TASTE賞 １年１組 衣川 心絆 さん
三洋堂書店高浜Tポート賞 １年１組 柴田 和奏 さん
ダイソー賞 ２年１組 都築 楓望 さん
遊花夢賞 ３年１組 山口 奏太 さん
Root`s 賞 ３年２組 榊原 郁心 さん
わくわく広場賞 ３年３組 大西 莉央 さん
パソコン教室賞 ３年３組 渡瀬あるく さん
Beauty Salon Li｀a賞 ３年４組 尾上 愛琉 さん
ほぐしや賞 ４年１組 小貝 雛夏 さん
ドミー賞 ４年４組 森 由奈 さん

☆シーサーとは
シーサーは、ライオン＝獅子（しし）といわれてい

ます。全力で相手をたおすといわれるライオンのよう
に、屋根や門の上から魔物を追い払っています。
シーサーは13～14世紀（500～600年前）、中

国から沖縄に伝わったといわれています。昔は国王
や国のえらい人たちなどの、シンボルとしても使わ
れました。口を閉じているのがメス、口を開けている
のがオスだといわれています。
魔物や災害などから人々を守るシーサーには、形

や置かれている場所によって、いくつかのタイプが
あります。屋根の上や玄関、門の上に置かれている
ほか、村や町を守るために、村の入口や高台に置
かれているシーサ
ーもあります。
また、今では幸

せをよぶ沖縄観光
のシンボルとして、
置物やキーホルダ
ーとしても親しまれ
ています。

＜沖縄県公式HPより＞



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年９月１７日 №４２

福祉実践教室～点字の学習をしました～
３年生が講師の先生方をお招きして点字について教わりました。身の回りで点字を目にすることがたくさ

んあります。子どもたちも読むことはできませんが、その存在は意外とよく知っていました。

今日は実際に点字を打つ学習です。点字を読むときは打ち込んだ面をひっくり返して読みますの
で、打つときは右から左に打っていくことになります。かなり違和感があるようでしたが、自分の
名前を打ち、それをこれまでも何
度も講師をしていただいた目の不
自由な藤浦さんに読んでいただき
ました。「○○さんですね」と正
しい名前を言ってもらえれば、点
字で名前を正しく記せたことにな
ります。名前によっては、『長音
ふ・のばす「う」』などがあり、
こういった名前の子はかなり苦戦
していましたが自分の名前を点字
で表すことができたようです。打
ち終えた用紙をひっくり返して点
字の感触を指で確かめている姿が
見られました。



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年９月２０日 №４３

虫取りを終えて
少し前から1年生の子が虫取り網や虫かご、小さな水槽をもって登校しています。もうすぐ生活

科の学習で虫取りをすると、うれしそうに話してくれました。
生活科では捕まえた虫を育てる活動をとおして、成長の様子に関心をもったり、小さな虫にも命

があることに気づいたりすることなどを目的に学習に取り組むことになっています。
そして、水曜日の1時間目、1年生の子が一斉にいこいの森や畑（花壇）周辺で虫取りを行って

いました。校内でどのくらいの虫が捕れるのだろうかと少し心配になりましたが、バッタやチョウ
チョ、アリ、ダンゴムシ、カエルなどを捕まえたとうれしそうに見せてくれました。反対に全く取
れなかったという子もいて、でも笑顔で楽しそうでした。「釣れなくても魚釣りは楽しい」そんな
感覚でしょうか。

こうして虫取りを終え、並んで教室に戻る時、みんなの列から遅れてなかなか足が進まない2人
がいました。まっすぐ進まずにあっちに行ったりこっちに行ったりしていました。きっと一匹でも
捕まえようと粘っているのかと思いましたが、しばらく見ているとそうではありませんでした。2
人は、友達が置き忘れていった水筒を集めていたのです。手だけでは足らず、肩にも水筒を提げて
いました。「教室に戻った時にお茶が飲めないとかわいそう」と汗びっしょりになりながら話して
いました。「気づき、考え、行動に移す」すてきな場面を見せてもらいました。暑さの厳しい中、
爽やかな風に吹かれたような瞬間でした。
この後、水筒を受け取った子がお礼を言い、2人はみんなのために行動することのよさをあらた

めて感じることでしょう。水筒を受け取った子たちは同じようなことがあったら今度は自分がやろ
うという気持ちをもつことでしょう。こうしてお互いに高め合っていくところが学校のよさの一つ
ですね。1年生の子どもたちからあらためて教わりました。ありがとうございました。

ありがとう



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年９月２５日 №４４

地震対応の避難訓練を行いました
地震はいつ起こるか分からないものであるため今回の避難訓練は予告なしで実施する計画です。

といっても特に低学年ほど、それぞれの場所での対応や避難の方法を指導しておかなければなりま
せん。そこで、本日のどこかで避難訓練をすることは伝え、各場所での対応、避難の方法は事前に
確認をしておきました。
この日は、2時間目の後の25分放課中に地震が起こったという放送を流して避難訓練を始めまし

た。この時、たくさんの子が運動場や遊具で遊んだり、いこいの森や畑の周辺で虫取りをしたりし
ていましたが、子どもたちは一斉に建物や樹木などから離れ、運動場の中央付近でシェイクアウト
の姿勢をとっていました。屋内にいた子どもたちも近くに机などがあればその下に入って身を守っ
ていたそうです。

実際に大きな地震が来たら放送で指示をすることは難し
いのではないかと思います。揺れると同時に自らシェイク
アウトの姿勢をとるなど、すぐに判断し、動かなければな
りません。そのために、「この場所で地震がきたらこうす
る」というイメージをもつことが大切です。自宅や公園な
ど、この部屋やこの場所にいたらこうするなど、ご家庭で
も話題にしてみてください。
この日の避難訓練は人によっていた場所が違いました

が、全員が無事に避難することができました。

吉浜小学校は、「あいち総ぐるみ
シェイクアウト訓練」に参加登録
をしています。
本日の避難訓練はこの訓練を兼

ねています。（別日で実施）



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年９月２７日 №４５

県立中高一貫校（一次導入校）が令和7年度から開校します
愛知県では、さまざまな人

々と協働しながら、答えのな
い社会的な課題に対して失敗
を恐れずにチャレンジし、創
造的に解決する「チェンジ・
メーカー」として、これから
の愛知・日本・世界を切り拓
き、支える人材の育成を目指
し、県立高等学校への併設型
中高一貫教育制度の導入を決
定しています。

私たちの地域（三河地区）
から入学することができるの
は、刈谷高等学校附属中学校
（普通コース）、津島高等学校
附属中学校（国際探究コース）、
明和高等学校附属中学校（音
楽コース）となっています。
本校からも進学を希望してい
る子がいると聞いています。

さて、附属中学校への入学に
係る適性検査について、県教委
は複数の教科を組み合わせた内
容とし、知識・技能を活用した
思考力・判断力・表現力等を測
るもの（音楽コースを除く）と
しています。そのサンプル問題
が県教委のホームページにアッ
プされていますので一部をここ
で紹介したいと思います。

入学者選抜日程
☆一次選抜
・１月１１日（土）
適性検査４５分×２時限
・１月１５日（水）または
１６日（木）
合格発表

☆二次選抜
・１月１８日（土）
面接審査
・一人あたり１５分
１月２３日（木）または
２４日（金）
合格発表



「地域じまん」と
して、新城市特産「八
名丸さといも」を紹
介することにしたみ
さきさん。
問１は「八名丸さ

といも」の紹介原稿
の空欄部分の内容に
ついて、①から⑦の
文章を並び替えると
いう問題です。

解き方は人それぞ
れかもしれませんが、
①～⑦をよく読んで
いくと、その内容か
ら大きく２つに分け
られることに気づく
のではないでしょう

か。「味に関すること」「地域の特産品の歴史」です。そして、例えば、「地域の特産品の歴史」。「最
近では、『八名丸さといも』を使った『八名丸コロッケ』が、ご当地グルメとしてテレビや新聞で
も紹介されています」「しかし、２００２年に『あいちの伝統野菜』に選定されたことで、ブラン
ド化が進み、広く知られるようになりました」「１９４５年ごろから作られていますが、当時はあ
まり有名ではありませんでした」という３つの文章には、「最近では・しかし・当時は」などの語
句に注意して読むと並べる順番もみえてくるのではないかと思います。「味に関すること」でも「さ
らに」「また」の語句に注目すると同様に並べられます。ついつい回答の選択肢に目がいってしま
いがちかもしれませんが、示された文章を各語句に気をつけながらていねいに読んでいくことが大
切だと思います。

問２は八名丸さといも３０個の皮を一緒にむき始めたみさきさんとちはやさんが、途中から、ち
はやさんが煮る準備でその場を離れたため、最後はみさきさん１人でむくことになります。この時
間、つまりみさきさんが１人でむいた時間を問うものです。

みさきさんのむくペースは１２分で１２個なので１分に１個。残り時間は８分あり、むかなけれ
ばならない「八名丸さといも」は１０個。みさきさんはこの８分間ずっとむき続けるので８個むく
ことになります。ならば、ちはやさんがむいたのは２個。ちはやさんのペースは１２分で８個。と
いうことは２個なら３分。ということはみさきさんが１人でむいた時間は…。
頭の中で考えるのはなかなか大変です。文章の中に数字が並んでいると、その意味も捉えにくく

なります。示された数値を図などで表すことによって見えてくることがやはりあるものです。

知識や技能を身に付け、失敗を恐れずに試行錯誤し、創造的に解決しようとする学習の経験を重
ねることで「チェンジ・メーカー」を育てること、これが県立高等学校附属中学校導入の考え方で
す。ただ、内容によっては、「習得した知識や技能を活用して問題解決・課題解決をする」という
学習は本校も含め一般の小・中学校でもすでに展開されています。愛知県の県立高等学校附属中学
校導入の考え方を聞き、私たちの進む方向は間違ってはいないとあらためて感じます。そして、こ
のような学びを経験した子どもたちが将来、社会に出てどんな活躍をするのか、楽しみでもありま
す。

（サンプル問題の答え問１：イ 問２：オ）


